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令和４年度から始まった文部科学省「幼保小の架け橋プログラム」においては、子どもに関わる大人が立場の

違いを越えて連携・協働し、主体的・対話的で深い学びの実現を図る重要性が指摘されています。 
横浜市では、幼保小の交流や連携、接続期カリキュラム等の実施状況等を把握するため、市内の保育所、幼稚

園、認定こども園と、小学校・義務教育学校を対象とした実態調査を毎年実施しています。今後の皆様のお取組
の参考にしていただけるよう、概要版を作成しましたので、ぜひご参照ください。 
なお、分析も含めた詳細版は、ホームページに掲載しております。併せてご活用ください。 

 
 
調査にご協力いただいた幼児教育施設及び学校数 

 令和４年度 
全体数 提出数 回収率 

幼稚園 223 84 38% 
認定こども園 64 39 61% 
私立保育所 795 481 61% 
公立保育所 61 61 100% 
小学校・義務教育学校 338 338 100% 

合 計 1481 1003 68% 
 
 
調査担当 
幼稚園・認定こども園・保育所 ・・・ こども青少年局 保育・教育支援課 幼保小連携担当 
小学校・義務教育学校     ・・・ 教育委員会事務局 小中学校企画課 

 
 
報告書編集・発行 
 こども青少年局 保育・教育支援課 幼保小連携担当  ６７１―３７３１ 
  

幼保小の連携・接続に関する調査 2022 概要版 
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【交流活動の実施について】 

 
【交流活動の実施について】昨年比 

【交流活動の実施について】交流活動による変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 3年度と比較して、ビデオレターや手紙等を利用した交流活動の割合は減少した一方で、子どもどうしが

直接交流する活動の割合が高まりました。交流活動を経て、多くの園が子どもたちの安心感が高まったと回答し
ています。また、半数以上が小学校とのつながりの深まりや幼保小接続の意識の高まりを感じています。交流活
動を行った 44%の園は、保護者の安心や意識の向上につながったと回答しました。 
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１ 子どもどうしが直接交流する活動（オンラインは含みません）

（学習、発表会、作品展、お祭り、行事、体験、遊び等）

２ オンラインを活用し、子どもどうしが同時進行で交流する活動

（学習、発表会、作品展、お祭り、行事、体験、遊び等）

３ ビデオレターや学校紹介・園紹介等の映像を通した交流活動

４ 子どもの作品や写真、ポスター、手紙等を活用した交流活動

５ 植物栽培等、双方で同じ活動に取り組み、成長や取組の様子、

工夫等を共有する活動

（回答合計数665に対する比率）
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令和3年度 令和4年度

交流活動を実施した 459 園 交流活動を実施していない 206 園 
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１ 小学校の様子が分かり、安心感が高まった

２ 小学校生活への見通しがもてたことで、生

活が前向きになった

３ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

に示された子どもの成長の姿が、より現れる

ようになった

４ 人とふれ合うことの楽しさを味わい、人間

関係に積極性が見られるようになった

５ 相手を尊重する態度が育った

６ 小学生に優しくしてもらった経験から、相

手にやさしくできるようになった

子どもの変化

（令和4年度に交流活動を実施した園459の合計に対する比率）
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１ 小学校教諭と顔を合わせたことで小学校

とのつながりが深まった

２ 園の環境構成や子どもへの支援の在り方

によい変化が見られた

３ 子どもの様子を小学校教諭と一緒に見る

ことで、「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」への意識が高まった

４ 卒園した児童たちの学校生活の様子を知

り、幼保小接続に対する意識が高まった

５ 交流後にアプローチカリキュラムの改善

が行われた

６ 小学校入学に向けた保護者の安心や意

識の向上につながった

保育士・教師・保護者等の変化

（令和4年度に交流活動を実施した園459合計に対する比率）

 保育所・幼稚園・認定こども園編 

48％ 
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【連携活動の実施について】 

 
【連携活動の実施について】昨年比 

 
【連携活動の実施について】連携活動による変化 

 
令和３年度と比較して、連携活動を行った園の割合が増加しました。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を共有する研修会の実施は全体の 22%でした。現時点では低い割合を示していますが、今後大切にしたい取組と
して注目されています。連携活動を行った園の 65%が小学校との連携が深まったと感じています。 
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１ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を理解・共有するための研修会

２ お互いのカリキュラムを共有し合う研修会

３ 「よこはま 保育・教育宣言」（＊２）の内容について小学校と共有する研修会

４ １・２・3以外の研修会や研究会（保育参観や授業参観も含めます）

５ 小学校の教師と協働で行う教材研究や環境構成

６ 小学校の授業や朝会、朝の時間等に園の保育士・教師が参加

７ 園の活動に小学校の教師が参加

８ 小学校の保護者会・懇談会等に園の保育士・教師が参加

９ 園の保護者会・懇談会等に小学校の教師が参加

（回答合計数６６５に対する比率）
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１ 小学校教諭と顔を合わせたことで小学校との連携が深まった

２ 園の環境構成や子どもへの支援の在り方によい変化が見られた

３ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」への意識が高まった

４ 卒園した児童たちの学校生活の様子を知り、幼保小接続に対する意識が高まった

５ アプローチカリキュラムの改善が行われた

６ 園の職員が、小学校での生活や学習を理解し、つながりの大切さを理解することができた

７ 小学校の様子を保護者に伝えやすくなった

保育士・教師・保護者等の変化

（令和4年度に連携活動を実施した園375の合計に対する比率）

連携活動を実施した 37５園 連携活動を実施していない 2９０園 

 保育所・幼稚園・認定こども園編 

22％ 
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【交流活動の実施について】 

 
【交流活動の実施について】昨年比 

 
【交流活動の実施について】交流活動による変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和３年度と比較して、「子どもどうしが直接交流する活動」の割合が高まっています。保育所・幼稚園・認定

こども園と同様に、手紙やビデオレターを利用した活動が減少し、直接交流する活動が大幅に増加しています。
交流活動を経てスタートカリキュラムの改善が行われたと回答した園もありました。また今後は、交流活動によ
る教科等の学習を充実させることが期待されています。 
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①子どもどうしが直接交流する活動（オンラインは含みません）

②オンラインを活用し、子どもどうしが同時進行で交流する活動

③ビデオレターや学校紹介・園紹介等の映像を通した交流活動

④子どもの作品や写真、ポスター、手紙等を活用した交流活動

⑤植物栽培等、双方で同じ活動に取り組み、成長や取組の様子、工夫等を共有す

る活動

（小学校合計数338に対する比率）
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令和3年度 令和4年度

交流活動を実施した 266 校 交流活動を実施していない 72 校 

 小学校編 
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① 年長者としての自覚が芽生えた

② 達成感や満足感を味わい、自己肯定感を

得ることができた

③ 異年齢の相手とも積極的にかかわれるよ

うになった

④ 相手に親切にできる子どもが増えるな

ど、優しさや思いやりの気持ちが育った

⑤ 教科等の学習を充実させることができた

子どもの変化

（令和4年度に交流活動を実施した小学校266に対する比率）
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① 園の保育士・教師と顔を合わせたことで

園とのつながりが深まった

② 小学校の環境構成や子どもへの支援の在

り方によい変化が見られた

③ 子どもの様子を園の保育士・教師と一緒

に見ることで、「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」への意識が高まった

④ 園の子どもたちの様子を知り、幼保小接

続に対する意識が高まった

⑤ 交流後にスタートカリキュラムの改善が行

われた

⑥ 保護者の安心や意識の向上につながった

教師・保護者等の変化

（令和4年度に交流活動を実施した小学校266に対する比率）

55％ 
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【連携活動の実施について】 

 
【連携活動の実施について】昨年比 

 
【連携活動の実施について】連携活動による変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和３年度と比較して、連携活動を行った小学校の割合が増加しました。「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」を共有する研修会の実施は全体の 22%でした。現時点では低い割合を示していますが、今後大切にしたい取
組として注目されています。 
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①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を理解・共有するための研

修会

②お互いのカリキュラムを共有し合う研修会

③「よこはま☆保育・教育宣言」の内容について園と共有する研修会

④上記①・②・③以外の研修会や研究会（保育参観や授業参観も含め

ます）

⑤園の保育士・教師と協働で行う教材研究や環境構成

⑥小学校の授業や朝会、朝の時間等に園の保育士・教師が参加

⑦園の活動に小学校の教師が参加

⑧小学校の保護者会・懇談会等に園の保育士・教師が参加

⑨園の保護者会・懇談会等に小学校教師が参加

（小学校合計数338対する比率）
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令和3年度 令和4年度

連携活動を実施した 177 校 連携活動を実施していない 161 校 

 小学校編 
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① 園の保育士・教師と顔を合わせたことで園との連携が深まった

② 小学校の環境構成や子どもへの支援の在り方によい変化が見られた

③ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」への意識が高まった

④ 園児の園生活の様子を知り、幼保小接続に対する意識が高まった

⑤ スタートカリキュラムの改善が行われた

⑥ 小学校の職員が園での生活や学習を理解し、つながりの大切さを理

解することができた

⑦ 園の様子を知ることで、保護者とのコミュニケーションに役に立った

教師・保護者等の変化

（令和4年度に連携活動を実施した小学校177に対する比率）

22％ 


